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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジングに形成された挿入孔から挿入された電線をコンセント刃受けに電気的に接続
するための前記ハウジング内に形成されたコンセントの速結端子であって、
挿入された電線に弾性接触する連結部と、前記連結部の前記挿入孔側で電線挿入方向に傾
倒し、挿入された電線に傾倒した先端が係止して電線の抜け止めを図る抜け止め片とを有
し、略Ｓ字状に折り曲げ形成されて前記コンセント刃受けに電気的に接続された速結バネ
と、
前記抜け止め片の電線への係止作用を解除する係止解除部材とを有し、
前記係止解除部材は、前記挿入孔に隣接する部位に突出配置されたリリースボタンと、
当該リリースボタンの背部に連続形成されて、電線挿入方向に延設されて前記ハウジング
内を摺動する摺動部と、
前記摺動部の側部に形成されて、前記抜け止め片に当接する解除片とを有し、
前記リリースボタンが押し込み操作されて、前記摺動部が摺動して前記ハウジングの内部
へ移動すると、前記解除片が前記抜け止め片を更に傾倒させて電線係止作用を解除し、電
線の引き抜きが可能となることを特徴とするコンセントの速結端子。
【請求項２】
　前記速結端子に電線が確実に接続されたことを表示するための表示部材を有し、
前記表示部材は、前記リリースボタンに隣接する部位で前記ハウジングから露出した差込
表示部を先端に有して、
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前記差込表示部の背部から電線挿入方向に延設されて、前記連結部を越える位置に至る長
さを有する連結片と、
前記連結片の延設した端部から折り曲げ形成されて、前記挿入孔の底部に配置されて挿入
された電線の先端が当接する電線当接片とを有する一方、
前記電線当接片の背部には、前記電線当接片が前記ハウジングの内部方向への移動を可能
とする隙間を有して、
挿入された電線の先端が前記電線当接片を押圧して前記ハウジングの内部へ移動させるこ
とで、前記差込表示部の露出量が変化し、この変化で電線の挿入完了を把握できることを
特徴とする請求項１記載のコンセントの速結端子。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、壁面等に設置されるコンセントに対して電線を接続するため速結端子に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　主に壁面に設置されるコンセントでは、電線の接続に速結端子が使用されている。速結
端子は、電線を差し込むだけで電気的接続を図ることができ、ネジ止め等しなくても抜け
ることがないので、簡易な操作で接続でき普及している。この速結端子は、引き抜くため
のリリースボタンが設けられており、このボタンを操作して、速結端子の電線抜け止め作
用を解除して電線を引き抜いた。
【０００３】
　図５はこの従来の速結端子の一例を模式的に示している。図５に示すように、リリース
ボタン５０は電線を挿入する挿入孔５１に隣接して配置され、このリリースボタン５０を
矢印Ａ３に示す方向に傾倒操作することで、速結バネ５２の電線５３への係止を解除させ
て、電線５３の引き抜きを可能とした。
　例えば特許文献１では、速結端子近くのハウジング内部にリリースボタンが配置され、
ハウジングに形成された窓からドライバー等で操作する構成が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平６－１４００９３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　コンセントに設けられている上記従来の速結端子は、図５ではリリースボタン５０を誇
張して記載しているが、特許文献１に開示されているように、僅かなスペースに設けられ
ており、操作部が小さいし解除操作する荷重も重く、操作性が悪かった。
　また、挿入された電線が確実に速結バネ５２に接続されているか表示する部材が無く、
電線の接続確認はテスター等で確認するしかなかった。
【０００６】
　そこで、本発明はこのような問題点に鑑み、接続された電線のリリース操作を比較的弱
い力で行うことができ、また差し込まれた電線が速結バネに接続されていることを表示す
る差込表示部を省スペースで設けたコンセントの速結端子を提供することを目的としてい
る。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決する為に、請求項１の発明は、ハウジングに形成された挿入孔から挿入
された電線をコンセント刃受けに電気的に接続するためのハウジング内に形成されたコン
セントの速結端子であって、挿入された電線に弾性接触する連結部と、連結部の挿入孔側
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で電線挿入方向に傾倒し、挿入された電線に傾倒した先端が係止して電線の抜け止めを図
る抜け止め片とを有し、略Ｓ字状に折り曲げ形成されてコンセント刃受けに電気的に接続
された速結バネと、抜け止め片の電線への係止作用を解除する係止解除部材とを有し、係
止解除部材は、挿入孔に隣接する部位に突出配置されたリリースボタンと、当該リリース
ボタンの背部に連続形成されて、電線挿入方向に延設されてハウジング内を摺動する摺動
部と、摺動部の側部に形成されて、抜け止め片に当接する解除片とを有し、リリースボタ
ンが押し込み操作されて、摺動部が摺動してハウジングの内部へ移動すると、解除片が抜
け止め片を更に傾倒させて電線係止作用を解除し、電線の引き抜きが可能となることを特
徴とする。
　この構成によれば、挿入された電線の抜け止めを解除する操作は、抜け止め片を電線挿
入方向へ押すため、押し込み量に応じて抜け止め片の先端寄りに力点が移動する。よって
、軽い荷重即ち弱い押し込み力でリリース操作できる。　
【０００８】
　請求項２の発明は、請求項１に記載の構成において、速結端子に電線が確実に接続され
たことを表示するための表示部材を有し、表示部材は、リリースボタンに隣接する部位で
ハウジングから露出した差込表示部を先端に有して、差込表示部の背部から電線挿入方向
に延設されて、連結部を越える位置に至る長さを有する連結片と、連結片の延設した端部
から折り曲げ形成されて、挿入孔の底部に配置されて挿入された電線の先端が当接する電
線当接片とを有する一方、電線当接片の背部には、電線当接片がハウジングの内部方向へ
の移動を可能とする隙間を有して、挿入された電線の先端が電線当接片を押圧してハウジ
ングの内部へ移動させることで、差込表示部の露出量が変化し、この変化で電線の挿入完
了を把握できることを特徴とする。
　この構成によれば、表示部材は連結片と電線当接片とを例えばＬ字状に形成でき、然も
薄い部材で作製可能であるため、僅かなスペースに組み込むことが可能となる。よって、
設置スペースが小さいコンセントの速結端子であっても、無理なく組み込むことができ、
挿入された電線が速結バネに接続されていることを把握できる。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、挿入された電線の抜け止めを解除するリリースボタン操作は、抜け止
め片を電線挿入方向へ押すため、押し込み量に応じて抜け止め片の先端寄りに力点が移動
する。よって、軽い荷重即ち弱い押し込み力でリリース操作できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明に係るコンセントの速結端子の一例を示す断面説明図である。
【図２】図１のコンセントの速結端子に電線を差し込んだ状態の説明図であり、（ａ）は
電線が係止されている状態、（ｂ）は係止が解除された状態を示している。
【図３】コンセントの速結端子の他の例を示す説明図であり、（ａ）は断面説明図、（ｂ
）は正面説明図である。
【図４】図３のコンセントの速結端子のリリースボタンを押下した説明図であり、（ａ）
は断面説明図、（ｂ）は正面説明図である。
【図５】従来のコンセントの速結端子を示す説明図であり、（ａ）は電線差し込み前の状
態、（ｂ）は電線を差し込んだ状態、（ｃ）はリリースボタンを操作した状態を示してい
る。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明を具体化した実施の形態を、図面を参照して詳細に説明する。図１は本発
明に係るコンセントの速結端子の一例を示す断面説明図であり、１はコンセントのハウジ
ング、２は電線１１を挿入する挿入孔、３は挿入された電線１１と図示しないコンセント
刃受けとを電気的に接続させる速結バネ、４は電線１１の引き抜きを可能とするリリース
ボタン４ａを備えた係止解除部材、５ａは電線１１の差し込み状態を表示する差込表示部



(4) JP 6814618 B2 2021.1.20

10

20

30

40

50

であり、速結端子１０はコンセントのハウジング１の内部に形成されている。
　尚、７はコンセント刃受けに連結されている端子金具であり、速結バネ３と接触状態に
ある。また、挿入孔２の形成面をハウジング１の前面として以下説明する。
【００１２】
　速結バネ３は帯状金属片を略Ｓ字状に折り曲げて形成した弾性を有するバネ片であり、
挿入された電線と電気的接続を図るために曲面で形成された連結部３ａと、挿入された電
線の抜けを防止するために金属片の端部で形成された抜け止め片３ｂとを有し、抜け止め
片３ｂを挿入孔２側に配置し、連結部３ａをハウジング１の奥部に配置している。
　抜け止め片３ｂは、ハウジング１の前面近くから矢印Ａ１で示す電線挿入方向に折り曲
げられて傾倒配置され、先端は連結部３ａの近傍に配置されている。
【００１３】
　リリースボタン４ａは、挿入孔２に隣接して配置された係止解除部材４の先端部であり
、ハウジング１から突出している。係止解除部材４は、リリースボタン４ａの背部に連続
形成されて、電線挿入方向（矢印Ａ１の方向）に摺動可能にハウジング１内に配置された
摺動部４ｂを有し、この摺動部４ｂの側部に抜け止め片に当接する解除片４ｃが突設され
ている。
　そして、摺動部４ｂとハウジング１との間には、摺動部４ｂを前方に付勢するコイルバ
ネ２０が配置され、リリースボタン４ａが押下されて摺動部４ｂがハウジング１内へ摺動
しても、復帰動作するよう構成されている。
【００１４】
　解除片４ｃは、摺動部４ｂの側部から速結バネ３方向に突出形成され、途中挿入された
電線１１が接触しないよう迂回する形状を成して、先端は抜け止め片３ｂの途中に当接し
ている。この解除片４ｃは、リリースボタン４ａが押し込み操作を受けると、傾倒配置さ
れている抜け止め片３ｂを更に傾倒させ、抜け止め片３ｂの電線１１への係止を解除させ
る。
【００１５】
　差込表示部５ａは、リリースボタン４ａに隣接して配置された表示部材５のハウジング
１から露出した先端部であり、表示部材５は電線挿入方向に延設された連結片５ｂと、挿
入された電線１１の先端が当接する電線当接片５ｃを有している。連結片５ｂは、速結バ
ネ３の連結部３ａを越える位置に至る長さを有し、電線当接片５ｃは連結片５ｂの端部か
ら横方向に延びて挿入孔２の底部に至る長さを有している。結果、表示部材５は全体で略
Ｌ字状に形成されている。
【００１６】
　また、電線当接片５ｃの背部には、電線当接片５ｃがハウジング１の内部方向への移動
を可能とする、即ち表示部材５のハウジング１の内部への移動を可能とする隙間Ｓが設け
られている。そして、電線当接片５ｃの背部には表示部材５を前方へ常時付勢するコイル
バネ２１が配置されている。
　こうして速結端子１０は、ハウジング１の挿入孔２の一方の側に速結バネ３が配置され
、他方の側にリリースボタン４ａ、差込表示部５ａの順に配置され、表面上は一直線に並
べて配置されている。
【００１７】
　図２はこの速結端子１０に電線１１を挿入した説明図であり、（ａ）は電線１１が係止
されている状態、（ｂ）は係止が解除された状態を示している。
　図２（ａ）に示すように、挿入孔２から挿入された電線１１は、速結バネ３に接触係合
した後、挿入孔２の底部にある電線当接片５ｃに当接し、更に電線当接片５ｃを押し込ん
で挿入完了となる。こうして電線当接片５ｃは、当接した電線１１の押圧力で隙間Ｓの奥
に移動し、差込表示部５ａの突出量が減少し僅かとなる。
　また、挿入された電線１１により速結バネ３は弾性変形し、その復元力で連結部３ａが
電線１１に密着して弾性接触状態を維持するし、電線当接片３ｂは抜け止め作用を発揮す
る。
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【００１８】
　この状態で、リリースボタン４ａが押下されると、図２（ｂ）に示すように、解除片４
ｃが抜け止め片３ｂを更に折り曲げるため、電線１１への係止作用が解除され、電線１１
の引き抜きが可能となる。その際、リリースボタン４ａを押し込むに従い、解除片４ｃの
抜け止め片３ｂへの係合点が先端寄りに移動する。
　こうして係止が解除された状態で電線１１を抜き取ると、表示部材５がコイルバネ２１
の作用で元の位置に復帰し、差込表示部５ａが突出する或いは突出量が増加する。また、
リリースボタン４ａも、押下が解除されるとコイルバネ２０の作用で元の位置に復帰する
。
【００１９】
　このように、挿入された電線１１の抜け止めを解除する操作は、抜け止め片３ｂを電線
挿入方向へ押すため、押し込み量に応じて抜け止め片３ｂの先端寄りに力点が移動する。
よって、軽い荷重即ち弱い押し込み力でリリース操作できる。　
　また、表示部材５はＬ字状に長いが薄い板材で形成でき、僅かなスペースに組み込むこ
とが可能であり、設置スペースの少ないコンセントの速結端子であっても、無理なく組み
込むことができ、電線１１が速結バネ３に接続されていることを把握できる。
【００２０】
　図３，４は、コンセントの速結端子の他の例を示す説明図であり、２つの速結端子１０
，１０を１つのリリースボタン４０ａで操作する構成を示している。図３は電線挿入前の
状態、図４はリリースボタン４０ａを押下して挿入した電線１１を引き抜き可能とした状
態を示し、いずれも（ａ）は断面説明図、（ｂ）は正面説明図である。
　図示するように、２つの速結端子１０、１０が対称線Ｍを中心に互いに対称配置され、
速結バネ３が背中合わせ状態で配置されている。そして、リリースボタン４０ａが一体に
形成されている。
【００２１】
　以下、速結バネ３、表示部材５は上記形態と同様であるため説明を省略し、リリースボ
タン４０ａについて説明する。
　リリースボタン４０ａは、２つの挿入孔２，２に跨がる幅を有して形成され、このリリ
ースボタン４０ａの背部には、挿入孔２の位置に合わせて配置された一対の摺動部４０ｂ
を有する係止解除部材４０が形成されている。
【００２２】
　摺動部４０ｂは、矢印Ａ２で示す電線挿入方向であるハウジング１の内部に向けて形成
され、後端側部に抜け止め片３ｂに当接する解除片４０ｃが形成されている。結果、係止
解除部材４０全体は略コ字状に形成されている。
　そして、リリースボタン４０ａを押下すると、解除片４０ｃが抜け止め片３ｂを更に折
り曲げるため、電線１１への係止作用が解除され、電線１１の引き抜きが可能となる。
　尚、上記形態と同様に、リリースボタン４０ａにも常時前方に付勢するコイルバネがハ
ウジング１との間に設けられているが省略してある。
【００２３】
　このように、２つの速結端子を対称に配置すれば、リリースボタン４０ａを省スペース
で一体にでき、設置スペースを更に削減できる。また、差込表示部５ａも省スペースで設
けることができる。そして、挿入された電線１１の抜け止めを解除する操作は、抜け止め
片３ｂを電線挿入方向へ押すため、押し込み量に応じて抜け止め片３ｂの先端寄りに力点
が移動するため、軽い荷重即ち弱い押し込み力でリリース操作できる。
【００２４】
　尚、上記実施形態は、何れも電線１１が確実に接続されたことを表示するための表示部
材５を設けているが、この表示部材５は無くても良い。
【符号の説明】
【００２５】
　１・・ハウジング、２・・挿入孔、３・・速結バネ、３ａ・・連結部、３ｂ・・抜け止
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め片、４・・係止解除部材、４ａ・・リリースボタン、４ｂ・・摺動部、４ｃ・・解除片
、５・・表　示部材、５ａ・・差込表示部、５ｂ・・連結部、５ｃ・・電線当接片、１０
・・速結端子、１１・・電線、２０，２１・・コイルバネ、４０・・係止解除部材、４０
ａ・・リリースボタン、４０ｂ・・摺動部、４０ｃ・・解除片。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
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